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目的・趣旨  

 活性酸素の一つである過酸化水素は、生体に対して酸化ストレスを引き起こ

す。マダニは偏性吸血性節足動物で、最小単位の遊離鉄を含む脊椎動物血液の

みを摂取するため、体内ではこの遊離鉄と酸素の反応により過酸化水素が産生

され、マダニは吸血により大量の過酸化水素にさらされることが予想される。

マダニにおいて過酸化水素の制御が重要と考え、過酸化水素消去分子であるペ

ルオキシレドキシンに着目した。そこで我々は、RNA 干渉法を用いて、HlPrx2

遺伝子ノックダウンマダニを作出し、HlPrx2 がマダニの吸血に対する酸化ス

トレス応答や雌成ダニの繁殖へ及ぼす影響について解析を行った。  

研究経過の  

概要  

【背景】  我々は、マダニ体内で、酸化ストレスを惹起する過酸化水素を制御

することが予想される HlPrx2 の機能を大腸菌で発現させた組換え体を用いて

検証したところ、組換え HlPrx2 が抗酸化活性を有することを明らかにした

(Kusakisako et al., Insect Mol. Bol., 2016)。また、マダニ個体での HlPrx2 遺伝子

および蛋白質の発現動態解析を行ったところ、mRNA レベルでは吸血により

HlPrx2 遺伝子の発現が上昇し、蛋白質レベルでは恒常的な HlPrx2 の発現が認

められた。さらに、成ダニの臓器別 (唾液腺、中腸、卵巣、脂肪体 )の発現動態

解析では、卵巣での HlPrx2 遺伝子と蛋白質の発現が顕著であることが明らか

となった。以上の結果から、HlPrx2 がマダニの吸血に対する酸化ストレス応

答に関与し、卵巣の発育や胚形成といった成ダニの繁殖に重要な役割を果たす

可能性が考えられた。このような背景を基に、RNA 干渉法による HlPrx2 遺伝

子ノックダウンマダニを作出し、ウサギで吸血させることで、HlPrx2 がマダ

ニの吸血に対する酸化ストレス応答や吸血後の雌成ダニの繁殖へ及ぼす影響

について検証した。  
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研究成果の

概要  

【実験結果】  二本鎖 RNA を用いた RNA 干渉法により、雌成ダニの HlPrx2

遺伝子ノックダウン (dsHlPrx2)を行ったところ、遺伝子および蛋白質レベルで

コントロール群 (dsLuc)と比較して顕著な発現抑制が確認された (図 1)。次に、

作出した HlPrx2 遺伝子ノックダウンマダニを用い

て、ウサギで吸血させたところ、雌成ダニの飽血後

の体重、産下された卵の総重量、卵からの幼ダニへ

の孵化率が有意に減少した (表 1)。  

 

【考察】 HlPrx2 遺伝子ノックダウンによりマダニの飽血体重が有意に減少し

たことから、HlPrx2 はマダニ体内で吸血時における中腸での酸化ストレス応

答に関与することが示唆された。また、HlPrx2 遺伝子ノックダウンにより総

卵重量および孵化率が有意に減少したことから、吸血後の卵巣における卵形成

および産下された卵における胚形成に関与することが推察された。以上の結果

から、HlPrx2 は抗酸化活性を持ち、マダニの吸血と成ダニにおける卵形成並

びに産下された卵での胚形成に関与する分子であることが考えられた。  

研究成果の
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